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病虫害は少ない。 

古い茎や傷んだ茎を取り除くと美観を保

てる。地下茎により自然に増えてくる。

目的以外の場所に伸びた地下茎は、早目

に切除する。伸び過ぎる時は、縁石やレ

ンガなどで縁止めをするとよい。 

庭石や竹垣などを背景にすると、垂直に

伸びる茎が引き立つ。日当りの良し悪し

は選ばないが、日差しが強いと葉焼けす

る。繁殖力が強いので、見切り（仕切

り）を設けるとよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

茎はケイ酸を含み、熱湯に通し乾燥させて研磨

に使われる。そのため、研草(とくさ)の名があ

る。 

Memo 

庭石の添景に配植すると風情ある和風の景がで

きる。また、モダンなアレンジにすれば、洋風

にもなる。ストロー状の茎の節に小さな葉が集

まり鞘（さや）状に見えるため、独特な姿にな

る。トクサ(砥草、木賊)は、トクサ科のシダ植

物。本州中部以北の沢や湿地に自生する。 
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常緑／多年草／地被類等／シダ植物／在来種 

トクサ  [ 木賊 ]  


